
（別紙３）

～ 令和８年　3月　16日

（対象者数） 23名 （回答者数） 17名

～ 令和８年　3月　16日

（対象者数） 3名 （回答者数）
3名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・より細かく本人に合わせた支援をおこなうために
　スタッフのスキルアップと人材育成

2

・定期的に活動環境の見直しをおこなっていきより良い
　環境づくりをおこなっていく

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・「運動・感覚」へのアプローチができる支援を定期的に
　取り入れていく

2

・状況に応じて活動内容や場所を変えていき対応していく

3

○事業所名 しとく館自立支援学習センター放課後デイ　百合ヶ丘教室

○保護者評価実施期間
令和８年　3月　2日

○保護者評価有効回答数

令和８年　3月　2日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年　3月　24日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・５領域の中の「運動・感覚」への支援不足 ・学習を通しての支援のため、「言語・コミュニケーション」
 や「人間関係・社会性」の支援が中心的になるため、
　「運動・感覚」への支援が不足がちになってしまう

・活動スペース ・長期利用の児童・生徒が年齢を重ねてきたことで、
　活動スペースが狭く感じられるときがある

・基礎学力の定着支援 ・学年にとらわれた学習支援ではなく、本人の苦手な
　分野やつまづきに合わせた振り返り学習の支援を
　おこなっている
・系列のフリースクールや通信制高校サポート校と
 連携して学習にサポート及び進学のサポートを
 おこなっている

・安心できる学び場 ・自宅のような環境でお子様が安心して安全に活動
　できる環境づくりをしている

事業所における自己評価総括表公表


